
業務達成基準を採用し
た業務にかかる分

0 `（業務達成基準を採用した業務は無い）

21 年 度

期間進行基準を採用し
た業務にかかる分

0 `（期間進行基準を採用した業務は無い）

費用進行基準を採用し
た業務にかかる分

22¶847¶499 〇自己収入が収入予算額を下回ったことによる業務経費の不用額である。

計 22¶847¶499

業務達成基準を採用し
た業務にかかる分

0 `（業務達成基準を採用した業務は無い）

22 年 度

期間進行基準を採用し
た業務にかかる分

0 `（期間進行基準を採用した業務は無い）

費用進行基準を採用し
た業務にかかる分

167¶817¶576 〇運営費交付金債務残高166¶641¶776円については、入札不調に起因し、工期の計画及び仕様の変更に時間を要したこと
等により、翌事業年度に繰り越したため発生した。

〇その他の残高については、自己収入が収入予算額を下回ったことによる業務経費の不用額である。

計 167¶817¶576

業務達成基準を採用し
た業務にかかる分

0 `（業務達成基準を採用した業務は無い）

期間進行基準を採用し
た業務にかかる分

0 `（期間進行基準を採用した業務は無い）

23 年 度 費用進行基準を採用し
た業務にかかる分

6¶574¶683¶468 〇運営費交付金債務残高については、研究情勢の変化（技術革新等）に伴う研究機器等の仕様検討に時間を要したこと
等により、運営費交付金の収益化額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したため発生した。
（注：運営費交付金の収益化については、自己収入を優先的に充当することとしている。）

〇翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高については、翌事業年度において収益化する予定である。

計 6¶574¶683¶468

８．運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細

８`１ 施設費の明細

区 分 当 期 交 付 額
左 の 会 計 処 理 内 訳

摘 要
建設仮勘定見返施設費 資 本 剰 余 金 施 設 費 収 益 そ の 他

科学技術振興独立行政法人理
化学研究所施設整備費補助金

1¶478¶928¶638 481¶771¶500 848¶263¶927 148¶893¶211 0

特定先端大型研究施設整備費
補助金（放射光共用施設費）

98¶682¶160 0 84¶448¶360 14¶233¶800 0

計 1¶577¶610¶798 481¶771¶500 932¶712¶287 163¶127¶011 0
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